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このマニュアルは、ビレル社製レンタルカートが、十分にその性能を発揮出来るように、また安全にご使用いただけるように

取り扱い全般について必要な事柄を記載したものです。本書をお読み頂き万全のご指導お願いします。

なお、仕様変更などにより、図や内容がお求め戴いた製品と一致しない場合がありますのでご了承ください。

保証について
レンタルカートは、特殊な車両です。エンジン同様お買い上げ後の保証については、対象となりませんのでご了承ください。

また、定期的点検制度、アフターサービスの対象外となりますので、各施設が日頃の点検整備を行って、常に最良の調子
を保つよう心掛けてください。

整備上の注意

整備上の一般知識及び技能の無い人は、このマニュアルだけで、点検、調整、組立て等は行わないでください。エンジン整
備、点検はエンジンメーカーのサービスマニュアルをご参照下さい。

安全運転のために

 ビレルカートを操作するにあたって、安全で正しい使用ができるように、このマニュアルの記載事項をよくお読み頂き、

適切に整備され、安全に使用されるよう努めてください。

 このマニュアルのビレルカートは一人乗り用です。絶対他の人を乗せて走行しないでください。

 カートは国土交通省の認定を受けていませんので、一般の道路では絶対に走行しないでください。このカートで道路を

走行しますと、道路交通法及び道路運送車両法の違反となります。

 私道、神社、公園、農道、堤防上でも、人や車が自由に出入り出来るところは、一般の道路とみなされます。

 高熱部分（エンジン、マフラー、ブレーキ）や回転部分（スプロケット、タイヤ）に触れないようにしてください。また、操縦さ

れる方にも十分な注意と説明を行ってください。

 密閉された場所で、決してエンジンをかけないでください。

 カートに乗るときは、ヘルメットを装備し、グローブ、長袖、長ズボン、安全な靴で乗車してください。サンダル、踵の高い

靴など危険です。女性の髪の毛や、マフラーなど特に注意してください。

 操作方法、注意事項、安全指導の説明を乗車される方に十分に行ってください。また乗車時のペダルの調整など適切

なドライビングポジションの調整を行ってください。

 コースの走行方法や、スピンしたりコース上で停止した際の安全な対処方法など説明してください。

 進行について、ピットイン、ピットアウトの際の安全な誘導の説明を行い、ピットロードでは、他のお客様の接触に十分注

意してください。

 カートを運搬される場合、安全のため、フューエルタンク、キャブレターよりガソリンを抜いてください。
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1. 使用前にチェックすること

1.2. エンジンの始動

エンジンは施設の責任者がかけてください。
エンジンを始動する際は、下記の手順に従ってください。エンジンメーカー、モデルにより操作方法は異なります。

• スイッチをONにします。 • チョークレバー”A”を左に動かします。
• レバー”B”を動かして、燃料パイプを開きます。

A 

B

1.1.初めて使用する時

納車時のカートはガソリンやオイルは入っていません。

エンジンオイルはホンダGX200及びヤマハMZ200の場合、図の様にエンジンを水平に置

き上限の線まで400CC～500CCを入れてください。（レベルケージ確認）

クラッチ付減速機のオイル量は300CC～400CCです。（レベルケージ確認）

共に推奨されるオイルは2輪車用4サイクルエンジンオイル（MA規格）10W40です。

その他のエンジンはエンジンメーカーのサービスマニュアルをご参考ください。

• HONDA

• YAMAHA

• チョークレバーを矢印の方向へ。

リコイルケーブルを引き、またはセル仕様の場合
はスタートスイッチを押してエンジンを始動します。
エンジンが始動したらチョークレバーを戻します。



1.3. 使用前の部品の確認

1.3.1. ブレーキシステムのチェック

部品リスト:

1 オイルタンク
2 マスターポンプ
3 ホース
4 ブレーキキャリパー
5 パッドの厚み

• マスターポンプ（２）の上のタンク（１）のブレーキフルードの
量がMINとMAXの間にあるかチェックします。
オイルはDOT4であること、また量は推奨量に達してるかどう
かをチェックしてください。

• ブレーキホースが損傷してないか、漏れがないかをチェッ
クします。損傷している場合は交換します。

• キャリパー（4）が車体にしっかり取り付けられているか
チェックしてください。

• パッドの摩耗が許容範囲内であることをチェックします。
（サポートプレート上の摩耗部分が最低3ミリは必要です）
摩耗し過ぎの場合は、パッドを交換してください。

BIRELART / FREELINE純正パーツのみを使用してください。

ブレーキはカートの重要な部品です。不具合や故障している場合、あるいは事前チェックをし
ていないカートは絶対に使用しないでください。
正常に機能しないブレーキシステムを使用することは、深刻で、致命的な事故につながります。
ブレーキフルードが黒くなったら、6.2.1項にある通りブレーキフルードを交換してください。
DOT4のブレーキオイルのみを使用してください。
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1.3.2. ステアリングのチェック

部品リスト:

1 ステアリングホイール
2 ステアリングハブ
3 ステアリングシャフトサポート
4 ステアリングシャフト
5 ステアリングタイロッド
6 ナックル

• ボルト、ナット類が正しく締められているかチェックする
• ステアリングホイールが左右にスムーズに回るかチェックする。
• ステアリングタイロッドの状態をチェックし、必要であれば交換する。

タイロッドが損傷していると、ドライバーの安全性に影響を及ぼします。
タイロッドを正しく調整していないと、タイヤの摩耗を増長し、ステアリングのレスポンスを悪くします。
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1.3.3. ペダルのチェック

部品リスト:

1 アクセルペダル
2 ブレーキペダル
3 ペダルポジションアジャスター
4 セーフティーケーブル
5 レバー

• ペダル１、２を押して、離した後元の位置に戻るかチェックする。

• ペダルポジションアジャスター（３）がスムーズに動き、ペダル側と確実に連結することを確認する。

• セーフティーケーブル（４）が、きちんと接続され機能しているか確認する。

ペダルの不具合は、コース上のドライバーやほかのドライバーに危険を及ぼします。
部品に不具合や故障がある場合は、速やかに交換してください。

使用する前に、ペダルをドライバーの身長に合わせて調整してください。

ペダルを調整するには、右下方部（シートの下）にあるオレンジ色のペダルレバーでポジショ
ンアダプター（３）を動かして行います。（XR）
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1.3.2. タイヤ空気圧のチェック

部品リスト:

1 装着方向を示す矢印(種類により）
2 摩耗チェック用の穴

• 使用する前にタイヤの空気圧をチェックする。
• 適正な空気圧で装着したタイヤの径をチェックする。
• リアタイヤのサイズ： 11 X 6.0-5（推奨）
• フロントタイヤのサイズ： 10 X 4.5-5(推奨）
• フロント、リアタイヤの空気圧は各メーカーの指定数値の基づく。

カートを正しく運用するにはレンタル用タイヤの使用を表にある空気圧で推奨します。
純正以外の部品の使用は、人体に深刻なダメージを及ぼす可能性があります。

• 定期的にタイヤの摩耗状況をチェックし、摩耗チェック用の穴（2）がはっきり見えなくなったら、タイヤを交換してください。
• タイヤを交換する場合は、取り付け方向の矢印（１）をチェックして、カートの進行方向になるよう取り付けてください。

最大限のタイヤ性能を引き出すため、空気圧はメーカー推奨参考にしてください。
推奨の値より高い空気圧にすると、タイヤの摩耗を早めたり性能の低下につながります。
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1.3.5. 防護パーツのチェック

ガードやフェアリングなどの防護部品はドライバーの安全にとって重要な部品です。

主な役割は：

• カート同士の接触時の身体的なダメージ軽減。

• 駆動系部品に対し長い髪などが巻き取られる危険の回避。

• カートにある高温、機械的な部品の保護

• カート転倒の危険性を軽減

使用する際は常にフェアリングやガードが損傷していないかチェックしてください。

ガードの固定ねじがきちんと締まっているかチェックしてください。

前から見た防護パーツ 後ろから見た防護パーツ



1.3.6. ボルトの締め付けに関して

ねじの締め付けについては下記のISO表を参照してください：

サイズ トルク N/m   Min トルク N/m   Max
M 5 3.4 4.9
M 6 5.9 7.8
M 8 14 19
M 10 25 34

特殊締め付け

1 2

Pos サイズ トルク N/m   Min トルク N/m   Max

1 M 14 PF 20 25
2 M 8 x 30 15 18

危険防止のため、日ごろから留め金類はチェックしてください。
ボルトが疲労していたり破損している場合は交換してください。
セルフロックナットは、ロック機能を確実にするため3回使用したら交換してください。
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2. 調整、メンテナンス

2.1. 特に注意すること

この章で書かれるメンテナンス作業は、シンプルですが、きちんと実施しないと重大な危険をもたらしかねません。

このため、作業に取り掛かる前に、以下に記している指示を全て、注意深く読んでください。

• 以下の章に記すメンテナンス作業のチェックは、カートのエンジンスイッチを停止した状態にて行ってください。

• メンテナンスは、必要な技術を持つ適任者が行ってください。

• 環境破壊につながる液体やほかの物質を流出させないよう注意してください。

• これから行う作業内容に適した防護服、作業等グローブを着用してください。

• 火気厳禁。火気を絶対に近づけないでください。

• 工具や設備を散らかし部品の置き忘れを防止するため、作業場所は整理整頓し清潔にしま しょう。

• 作業の終わりには、取り外したりしたガード,カウル,部品などは管理された場所に戻しましょう。

• フレームやエンジンのメンテナンス項目については、この書類の終わりに早見表を添付しています。
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2.2. ブレーキシステムのメンテナンス

ブレーキシステムの清掃

部品リスト:

1 容器
2 ブリーディング・ホース
3 ブリーディングスクリュー
4 ブレーキポンプリザーバー
タンク
5 ブレーキペダル
6 ブレーキキャリパー

• カートの前方を持ち上げます。ブレーキポンプ（4）がブレーキキャリパー（6）より高くなるようにします。

• サイズに合った耐油ホース（2）をブリーディングスクリュー（3）につなぎ、オイルを抽出するために容器（1）を用
意します。

• ポンプ（4）の蓋とブリーディングスクリュー（3）を開けて、ブレーキペダルを何度も押してブレーキシステムのオイ
ルを空にします。

• ブレーキ内部が空になったら、ブリーディングスクリュー（3）を締め、新しいオイルをポンプタンク（4）に入れ、ブ
レーキ内部にいきわたるように何度かブレーキペダル（5）を踏みます。

• ブリーディングスクリュー（3）を緩め、オイルに気泡が入っていないか確認します。オイルに気泡が完全になくな
るまで何度か同じ作業を繰り返します。

• 忘れずにブリーディングスクリュー（3）を締めて、ポンプタンクのMinとMaxの間に来るようにオイルを入れ、作業
が終わったら蓋を締めます。

• ブリーディング・ホース（2）をキャリパー（6）から取り外し、抽出した古いオイルは特殊容器にて入れて処分しま
す。

• DOT 4 のブレーキオイルで、12か月ごとに交換してください。



INDEXブレーキシステム内にエアーがあると、ブレーキ性能の部分的、あるいは、全体的なロスを招き、乗車ドライ
バーはもちろんその他にとっても深刻な危険を及ぼします。
ブレーキフルードは湿気を吸収します。オイルの容器は開けたままにしておかないでください。

ブレーキシステム内に湿気があると、ブレーキ性能が急に落ちるヴェーパーロックを起こし、乗車ドライバーは
もちろんその他にとっても深刻な危険を及ぼします。
ブレーキオイルは、DOT4のみを使用してください。

ブレーキパッド交換

ブレーキパッドは、摩擦部分の厚さが3ミリになったら交換してください。

部品リスト:

1 セーフティーピン
2 ブレーキキャリパー
3 ブレーキパッド
4 オイルタンク

パッドを交換するには、下記の通り行ってください。
• セーフティーピン（1）をキャリパー（2）から取り外します。
• キャリパーからパッド（3）を取り外します。
• オイルタンク（4）のキャップを開けます。
• キャリパー（2）のピストンを引っ込めます。
• 新しいパッドを差し入れます。
• キャリパー（2）にセーフティーピン（1）を差し込みしっかり止めます。
• タンクのオイルレベルがMinとMaxの間にあることを確認します。
• オイルタンク（4）のキャップを閉めます。

パッドの摩耗部分の厚さが3ミリ以下になったカートは絶対に使用しないでください。

カートを使用する前に、パッドがきちんと取り付けられていてブレーキシステムが正常に機能しているか確認し
てください。
パッドの摩耗状態を頻繁にチェックしてください。
純正パッドのみを使ってください。
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ブレーキホース

• ブレーキホースは安全上重要な部品で、定期的に状態をチェックしてください。
• ほとんどのオイル漏れが発生するホースのカシメ部分は特に重点的にチェックしてください。
• ホースに損傷や過度の疲労がみられる場合は、速やかに交換してください。
• 純正のホースのみを使用してください。

ブレーキはカートの重要部品です。ブレーキにオイル漏れや損傷がある場合は、絶対にカートを使わないでください。
ドライバーや周りの人への危険防止のため、ブレーキシステムに漏れがないことを確認してください。
DOT4のブレーキフルードのみを使用してください。

2.3. ペダルの調整

調整可能ペダルにより、ドライビング時により適正な体勢を取ることができ、筋肉疲労も軽減することができます。

ペダル台が最適な状態で使用することが非常に重要です。
使用する前に、乗車ドライバーの身長に合わせて正しくペダルを調整してください。
調整の仕方については、5.3.3を参照してください。
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カートにはメカニカルセーフティーシステム(B)が取り付けられており、ブレーキペダルを踏んでいるときにはアクセルが

機能しません。ドライバーがブレーキペダルとアクセルペダルを同時に踏んで、ブレーキシステムのオーバーヒートや、
クラッチの過剰な摩耗を防ぐためです。

ペダルを使っていない状態の時、キャブレターのスロットルが完全に閉まっているかチェックしてください。
アイドリング保持の為にスロットルを過剰に開けると、スタート時にカートが動いて危険な状況を招きます。

2.4. アクセルの調整

スロットルケーブルを調整するには、調整ロック
ナット（A)を緩め、アジャスターを必要なだけ緩
めます。

調整ができたら、ロックナットを締めます。アク
セルペダルを押しながら、すべてのメカニズム
がフリーに動き、ペダルをリリースすると元の位
置に戻ることを確認します。
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2.5. フロントホイールのアライメント

• フロントホイールのアライメントは、平行になるよう調整してください（最大+/-2ミリのトレランス）。
• 調整するには、ステアリングタイロッドのナットを緩めタイロッドを回転させて平行になるようにしてくださ
い。
• 調整用特殊ツールを使用することをお勧めします。
• 調整が済んだら、ステアリングタイロッドのナットを締めます。

タイヤの消耗のため、ホイールのアライメントをきちんととってください。
ステアリングタイロッドが変形したり悪い状態の時は、カートを使用しないでください。
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2.6. アクスルの調整

部品リスト:

1 キー
2 ホイール
3 イモネジ
4 アクスルベアリング
5 スプロケット
6 ローターハブ
7 ホイールハブ
8 タイラップ

• キー(1)は溝にきちんと入れ、タイラップ(8)で固定する。
• イモネジ(3)を締め、アクスルが横方向に滑らないようにする。
• イモネジはブルーのロックタイト（No.243)を使って取り付けます。
• メンテナンスごとに、アクスルベアリング(4)に潤滑油を挿してください。
• ローターハブ（6）は、ブレーキローターがキャリパーのセンターに来るように取り付けてください。
• ホールハブ（7）はキー（1）で固定し、しっかり締めてください。
• ホイール（2）は、Birel ART純正のロックナットを使い2N/mのトルクで、ハブ（7）にしっかり取り付けてください。
• スプロケット（5）は、エンジンのスプロケットとのラインが並行になるようしっかりと取り付けてください。刃こぼれがあっ
たり摩耗がある場合は交換してください。
• 締め付けトルクについては、1.3.6の表を参照してください。

これらのパーツのいずれかでも装着状態が悪い場合、事故やカートの他の部品にダメージを与えたりする可能性があ
ります。
アクスルベアリングに潤滑油をささないと、部品のライフが短くなりカートが正常に動かなくなることがあります。
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2.7. トランスミッションの調整

2.7.1. チェーンドライブ

• ドライブ・チェーンは常に完璧な状態にしておいてください。
• チェーンを張るには、エンジンのU-ボルトを緩め、ねじ溝付きバー（エンジンストッパー）で前に動かして、再び
ボルトを締めます。
• チェーンに最大10ミリのたわみがあること、エンジンスプロケットとリアスプロケットのチェーンラインがきちんと
並行していることを確認してください。

チェーンの張りがきつすぎると、破損の原因になります。
きちんとチェーン・オイルを塗らないと、消耗を早めます。
ドライバーへの重大な事故を回避するため、チェーンが摩耗している場合、速やかに交換してください。



INDEX2.7.2. ベルト・ドライブ

• ドライブ・ベルトは常に完璧な状態を保ってください。
• ベルトを締める際は、エンジンマウントを緩め（PHOTO 1）、エンジンを前方に移動してください（PHOTO 2）。
• ベルトのゆるみは最大で5ミリで、歯が正常な状態（PHOTO 3 ＆ 4）であることを確認してください。
• プーリーとのアライメントが正確なことをチェックしてください。
• エンジンU-ボルトとエンジンストップナットを締めてください。

PHOTO 1 PHOTO 2 PHOTO 3 PHOTO 4

過度な張りはベルトのライフを短くします。
グリスや潤滑油等をベルトに使用しないでください。
ベルトが消耗している場合、ケガや重大な事故につながりかねないため、速やかに交換してください。



2.8. タイヤ交換

石鹸

• ホイールをカートから取り外します。

•タイヤチェンジャーをお持ちの場合、ホイールをタイヤチェン
ジャーに取り付け、古いタイヤを取り外します。

• タイヤの回転方向を確認します。

• 新しいタイヤを取り出し、リムに取り付けやすくするため、ビートグ
リースをタイヤの矢印で示した部分に付けます。

• ホイールのバルブのついている方を上にして、タイヤをはめます。

• ４BAR以下の空気圧でタイヤのビードを上げます。

• 1.3.4にある通りの気圧に調整します。

• タイヤチェンジャーを購入することをお勧めします。

• カートにホイールを取り付け、1.3.6にある通りのトルクでナットを
締めます。

タイヤを交換するときは、全部のタイヤ（フロント、リア共）交換してください。
タイヤに記載される気圧（4BAR)以上、空気を入れないでください。
使い果たしたタイヤは、所定の方法で処分してください。

破損していたり漏れがあるホイールは交換してください。

破損したホイールは、グリップ低下、タイヤ破損を招き、ひいてはドライバーを危険
にさらすことにつながります。

タイヤが冷たいときは、グリップが低いので最初の数周は過度なスピードは避けて
ください。
タイヤは高温、強い光が当たるのを避けて適した場所に保管してください。
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2.9. 保護パーツの取り付けとメンテナンス

ご要望に応じてカートは以下の2バージョンでご用意いたします。
• 標準ガード
• ハイフロントガード（インドアコースでは推奨）

• 締める場合は、1.3.6にある表を参照してください。

保護ストラップは、損傷したり壊れた場合は交換してください。
取り付けねじは定期的にチェックして、古くなっているようであれば交換してください。
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2.10. ヘッドレスト、安全ベルト（オプション）

オプションとして、カートにはヘッドレスト、安全ベルトを取り付けることができます。 シートベルトはヘッドレスト或いはロー
ルバーと共に装備し、シートベルト単体では使用しないで下さい。

A

B

A

A

シートベルトが装備されている場合は、以下の点に注意してください。

シートベルトが良好な状態であることをチェックします。
下記の点に注意してください:
• シートへのダメージがないか;
• 取り付け/リリースシステムの不具合がないか。
• ケミカル類の腐食等によるダメージがないか。

シートベルトの取り付け部分(A)がしっかりと固定されているか、ナットとボルトが過度に消耗、破損してい
ないかチェックしてください。
赤いレバー(B)を引っ張って、ベルトのリリースシステムが正しく作動するか確認してください。
接触事故があった後は、シートベルトとリリースシステムが完全に機能しているかチェックしてください。

ベルトがねじれる事なくドライバーの正常な姿勢をキープし、事故や転倒の際にドライバーが飛び出さな
いようになっていることを確認してください。
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3. フレームの清掃

下記の点を考慮し、カートは定期的に清掃してください：

• スチームジェットや普通のウエス等を使ってください。
• 稀釈液やアセトンを含む洗剤は絶対使用しないでください。フレームの塗装された部品の腐食の原因になります。
• スチームジェットを使用する場合は、ステッカー、キャブレター周り、アクスルベアリングやスターターモーターは避
けてください。
• フレームを掃除したら、ペダル、アクスルベアリング、フロントホイール、チェーンやステアリング部品に潤滑油を
塗ってください。

4. よくある問題の解決方法

カートのスタートに不具合がある場合 :

A – 電動:
• バッテリーが正常で通電しているか確認します。
• 必要な場合プラグを交換します。
• 配線が正しくされているかチェックします。
• リレー、スターターモーターの作動を確認します。
• 必要な場合ステーター、ローター、イグニッションを交換します。

B – エンジン:
• タンクの吸い込み口ホースが正しく取り付けられているかチェックします。
• チューブの漏れや外部パーツとの接触で潰れていないか確認します。
• ガソリンが燃料フィルターに達しているか確認します。
• 燃料ポンプが正しく機能しているかチェックします。
• 燃料のフローに影響を与える付着物がたまりやすいジェットには特に注意し、キャブレターをきれいにします。
• 吸気フィルターを清掃します。
• アクセルコントロールがスムーズに作動するか確認します。必要な場合ケーブルを交換し、ケーシングにグリスを塗って下さい。
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カートのブレーキシステムに不具合がある場合:

A – ブレーキが利かない

• パッドの消耗をチェックしてください。
• ブレーキオイルのレベルをチェックしてください。
• システム全体を漏れがないかチェックしてください。
• ブレーキポンプ、キャリパーのラバー類を交換してください。
• ブレーキフルードを交換し、エアーが残らないようにエア抜きを正しく行ってください。
• ブレーキローターの摩耗と変形の確認、油分の除去をしてください。

B – 制動出来ない

• ブレーキフルードの量がMaxレベルを超えていないかチェックしてください。
• ポンプとキャリパーのピストンがスタックしていないかチェックしてください。
• 壊れたパーツやブレーキフルードを交換し、システムをクリーンアップし、エアーが残っていないことを確認してください。

カートのハンドリングが問題の場合：

• タイヤの空気圧をチェックしてください。
• 止まった状態で、ステアリングの動きがスムーズかどうかチェックしてください。
• ステアリングが重くなっていたら、ステアリングジョイント、ステアリングシャフトのナイロンサポート、ナックルのベアリング、フロ
ントホイールが壊れていないかチェックしてください。
• 壊れたパーツは交換し、潤滑油を正しく塗ってください。
• 止まった状態でのステアリングが正常の場合、ステアリングタイロッドを調整、フロントホイールのアライメントをチェックして下さ
い。6.5.を参照。

カートのグリップに問題がある場合：

• タイヤの摩耗をチェックしてください。
• タイヤの空気圧をチェックしてください。
• タイヤのアライメントを調整してください。6.5.章を参照してください。
• リアアクスルが正しく取り付けられているかチェックしてください。
• フレームが曲がっていないかチェックしてください。

5. パーツ

• 純正のパーツのみを使用してください。

• Birel ARTのパーツリストを厳密に参照してください。
• スペアパーツを交換する際は、1.2.章の指示に従ってください。
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6. シャーシの定期点検表：
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7. エンジンの定期点検表：
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8. クラッシュテスト

18/06/2012 18/06/2012

メンテナンスマニュアル ２０２２年１２月
有限会社ビレルパシフィック〒336-0923 埼玉県さいたま市緑区大間木1666-1
TEL-048-789-6795 FAX048-789-6895
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